










































































時間 ＜学習テーマ＞ ◎本時の目標   ○学習活動





















































































































４時 ＜ごみはどこへ＞ ◎ごみがどこへ運ばれるのか理解する。 ○家庭から出るごみの種類を想起し，ごみの行方について
資料を用いて調べる。
５時 ＜最終処分場の
　　　　容量限界＞
◎最終処分場の容量限界から，今後の最
終処分場建設の在り方について考える。
○最終処分場の容量限界から，今後，最終処分場をどこに
建設するべきなのか地図や資料から自分の意見を表現する。
６時 ＜リサイクルは，本当
にすばらしいのか？＞
◎大量廃棄の社会がリサイクルに変化し
ていることを理解し，リサイクルも原料
の再投入に繋がることを理解する。
○びんとペットボトルの処理の違いから，ペットボトルは
大量廃棄が大量リサイクルに変化していることを理解する。
７時
～９時
＜クリーンセンターを
見学しよう＞
◎清掃工場の見学から，ごみの分別，ご
みの行方，３Ｒなどの理解を深める。
○ごみの行方，リサイクルの仕組みなどを実際に見ること
や，所員からの説明を聞き，廃棄物の処理や３Ｒの理解を
深める。
10時 ＜見学を振り返ろう＞ ◎ごみの減量が環境負荷を下げることが
分かる。
○清掃工場の見学で得た知識を体系的に捉え直す。
11時 ＜生活場面からリユー
スについて考えよう＞
◎３Ｒについて想起し，リサイクルが持
続可能な社会に影響を与えていることを
考える。
○学校給食で使用する食器はリユースされているが，生活
場面では大量リサイクルが持続可能な社会に影響を与えて
いることを考える。
12時 ＜社会の在り方をどう　
判断するのか？＞
◎持続可能な社会の在り方を考え，自分
に何ができるのかを決定することができ
る。
○昔の社会と比較し，現在の大量生産・大量消費・大量廃
棄の社会の在り方を価値判断し，自分に何ができるかを意
思決定する。
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に押し出した効率と保護・保全の対立軸を作りながら，学習者の規範的知識を揺さぶっていくことも可能であった。
　　③　長期評価アンケート（表２）
　学習者の意識の変容を分析するために，第
４時，第12時終了後一定の期間を設け，２回
のアンケートを実施した。第５時以降には，
学習者に価値判断させ規範的知識の習得につ
いての学習過程が組み込まれている。
　　　ア　実施方法
　持続可能な社会を築くための，学習者の社
会認識（有限性），規範的知識（責任性），社
会参画の意識についての学習者の変容につい
てアンケート結果比較で評価した。評価基
準・評価方法は表２の注の通りである。
　　　イ　成果と課題
　先ず，期待する記述の変化が見られなかった学習者をＡ～Ｃのグループに分けて分析を行った。
　10名の学習者（Ｂ群）は，持続可能な社会を築こうとする規範的な知識を問い直す価値判断の学習過程を取り入れて
もとりわけ変容は見られなかった。長期アンケート記述では，新たな物を購入する場合の意識「自分のえんぴつや消し
ゴムをどこかになくしてしまったら，あなたならどうしますか」の質問に対して，「無いと困るから購入する」と，「お
金の無駄になるから買わない」という回答でそれぞれ一貫していた。持続可能な社会を意識するリユースやリデュース
に繋がる変容はなかったが，その中の１名の学習者は一貫して「家にあるのを使う」というリユースを意識していた回
答があった。
　３名の学習者（Ａ群）は，環境破壊を抑制する考えに変容した。多様な課題があることや多様性を尊重しようとする
ことからは外れるが，環境保全がより大切であると自らの規範が揺れ動いたと評価できる。
　他方，１名の学習者（Ｃ）は，生き物はいなくなっても人のせいではない，燃料はもらえる国からもらえばいいとい
う学習後に認識や規範が期待しない記述へと変化した。追加質問までは行わなかったため変容の理由は明確ではないが，
「今後，生き物が減少する」と学習者の未来像が大きく変化したことが影響しているのかもしれない。
　次に個別に学習者の変容を分析すると，学習者⑭⑯の２名はリサイクルについての記述が見られるようになり，ごみ
の分別の必要性を感じている。学習者⑥㉘は，クリーンセンターの所員のためにも分別の必要性を記述していることで
他者へと意識が向かうようになった。さらに，学習者⑫は最終処分場の容量限界について記述していることから社会全
体のことを考え始めた。これらの学習者は，自らの生活のみではなく，他者や社会全体へと見方が変化している。
　学習者②は，ごみの分別を自分でしようとする意識が高まった他，「未来のために一日でも多く地球で生活していく
ため」と燃料の有限性についての記述があることと，何より未来のためということから，持続可能な社会の在り方を考
えている。
　学習者⑰は，学習者⑫と同様に最終処分場の容量限界やリサイクルの必要性についての記述があった。さらに，日本
だけがよければと考えるのではなく，世界の国々の問題であり，条約を作って有限な資源の使い方を考えることの必要
性を記述している。自分の生活レベルから社会連帯（連携性）の記述が見られた。
　学習者④は，新たな物を購入する意識にリデュースの考え方，ごみの分別に対しても資源の節約との記述が見られた。
学習者⑳は，新たな物を購入する意識に大量生産に対する批判的な記述があり，最終処分場の容量限界からごみの分別
に対する行動意識も高まっている。この２名の学習者は，持続可能な社会を築くために，社会を認識し，規範的知識を
習得し，社会へ参画する意識が一体的に働いていると分析できる。
　　　ウ　考察
　社会認識を通して行動の変革に繋げていくことが重要であり，持続可能な社会について認識し価値判断することがで
きた学習者は，一定の期間後の長期アンケート記述に，規範的知識や社会参画意識が定着している。しかしながら，そ
のような変容を見せた学習者は決して多いとは言えない。それは，大量生産・大量消費・大量廃棄の社会を学習者がど
う認識したのかが影響していることが，短期的な振り返りと長期的なアンケート記述から分析できた。即ち，資源の有
表２　長期評価アンケート
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限性を学習者にどのようにつかませるのかが鍵となることが分かった。
　⑶　総合考察
　２つの実践を比較することで，実践①の大量廃棄に限定した学習だけでは，学習者の意識を変容させるには不十分で
あった。その証左として，実践②の大量廃棄に結びつく大量生産する仕組み自体を問題視する社会観の転換が，学習者
の社会認識に影響を与え，さらには規範的知識や社会参画の意識を方向付けていたことがある。したがって，資源の有
限性が学習者に認識させたいESD構成概念として重要であり，この単元で認識させたい社会の原理であると見出せた。
４　おわりに
　本実践では，「廃棄物の処理」の学習内容を中核に，持続可能な社会づくりについて迫ってきた。生活や社会，環境
の中にある社会論争的問題や持続困難な問題を見出し，自分の生き方や社会を繋げて考えながら，持続可能な社会を築
こうと実践を行った。この実践から得た知見は次の３点であった。
　第１に，ESD未来像を学習過程に組み込み将来世代の存在に気付かせることで，よりよい社会を考えようとすること
に繋がることが導出できた。第２に，持続可能な社会を築こうとする意識を育成するためには，学習者が持続困難な社
会・とりわけ有限性をどう認識するかが鍵になることが明らかになった。第３に，単元末に価値判断，意思決定の学習
過程を組み込むことで，学習者が自らの規範を問い直し，持続可能な社会を方向づけることが短期的ではあるが確認さ
れた。
　今後の課題として，学習者の行動意識に働きかけるためには，廃棄物単元のみをESD的に捉え直すのではなく，可能
性のある単元として第５学年「我が国の国土の自然などの様子」，第６学年「世界の中の日本」を計画的・継続的に組
み込み，単元構想をしていく必要がある。
注
１）阪上・池下(2016)は，理念の理解が困難なことや，理念が教科横断的であること，ESDが多様性ゆえに何をやって
もESDであるなど様々な課題が生じていると述べている。
２）作成方法については，別稿で示す予定である。
３) 国研報告書が依拠した大来(1987)は，地球の未来を守るためにを中核とした報告をしていることは，将来世代の
ニーズについて強く打ち出していると解釈できる。
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